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１　今年度の評価について
　(1)　学習指導

　(2)　生徒指導

　(3)　進路指導

　身だしなみ指導（頭髪検査）の基準の統一をお願
いしたい。
　月初めの朝の挨拶は少しずつ良くなっている。
　全体的にしっかりできているように思う。
　登下校の交通ルールとマナーが守られている。生
徒指導担当の先生の尽力、警察や防犯安全協会、
少年補等の連携がとれていると思う。生徒たちが素
直で高校生らしい。
　保護者の評価が低下しているのが気になるが、全
体としての評価は70％以上になっており、悪くない
と思う。生徒のルールを守る意識が高い。
　元気な挨拶が一人でも多くできる環境づくり（先生
と生徒の関係性）も含め取り組んでいる。
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・就職希望者が多いこともあり、特に規則正しい
生活習慣の定着のための指導を継続したい。
・基礎学力の定着を期待する対策を長年講じて
いるが、一定数の生徒にとっては功を奏しない結
果となっている。個別最適な指導の在り方を検討
しながら改善を継続する。

・校内では規準を設けて指導しているが、指導に
時間を要する生徒が一定数いるのが実情であり、
粘り強く継続指導を実施している。保護者の理解
と協力が得られない場合に指導に困難をきたす
ことが多いため、保護者の理解と協力が得られる
ようにPTAとの関係をさらに強化したい。

　出席率は小中学校を含めて全国的に低下してい
ると聞くが、いじめ等による欠席がないか、気を配っ
てほしい。
　欠席者がやや多いので、入学・進級時に皆勤の
ルール、大切さの周知を図っていただきたい。
　「基本的生活習慣の充実」や「授業の充実」も学
習指導の評価項目として大切だと思うが、試験（学
科・実習）の結果が最も大切だと思う。
　授業のプリント、電子黒板、タブレットパソコンの使
い方の工夫がされていて、生徒に興味や関心を持
たせる努力と熱意を感じる。ＩＣＴ教育に力を入れて
いると思う。
　工夫ある指導方法で分かる授業が展開されてい
る。生徒の満足感も高いと感じる。
　欠席が続く生徒への粘り強く対話していってくださ
い。



　(4)　特活指導

　(5)　その他

２　重点目標について

３　説明・公表について

４　学校運営への提言

　保護者に向けわかりやすい丁寧な説明である。
　丁寧に各月の日程や行事の予定を連絡してほし
いとの要望があったのは実行できることだと思う。
　ホームページは学校の大事な情報発信源なので
内容の充実を心がけて地域への発信をしていただ
きたい。
　就職活動や地域に貢献できる人材育成に力を入
れていると思う。
　学校評価等の公表がしっかりとできている。分析
も的確だと思う。

・行事予定表をカレンダー形式でホームページに
掲載しているが、さらにわかりやすくなるように検
討する。

　就職に強い地域に根付いて高校と認識している。
　決定率100％は素晴らしい。就業者は2・3年で転
職しないように同じ会社で頑張ってほしい。
　資格取得は就職に有利。
　進路指導についても、生徒の評価が高い。保護
者とのズレがあるのは何か理由があるのか。

　東高祭は荒天の中参加者・来場者も多く良かっ
た。
　部活動について）上級生になるにつれて加入率
が低下しているのが心配。
　部活に熱心でスポーツ・ものづくりの工業系の大
会は全国的な成果を残していて素晴らしい。
　部活動への取り組む意欲が少し下がっているの
が気になる。
　1年生100％→2年生73％と退部する要因が気に
なる。退部理由から今後の課題も把握できればい
いと思う。

　資格取得に積極的なところを高評価しています。
　校外帰宅時にヘルメット無着用、一時停止の無視
等が見られる。
　校内美化に努めていて、常にきれいな校庭（バラ
園）とゴミひとつ落ちていない校内で、とても美し
い。
　ものづくりコンテストは毎年入賞していて活躍され
ている。
　地域活動は素晴らしいと思う。

　目標達成に向けた指導がなされていると思う。
　「思いやりの心」「たくましく生きる力」は基本的な
精神面の重要な目標となっています。生きていく上
で一番大切なところだと思う。

　このままでいいと思う。
　コロナ禍での生活が少しずつ通常に戻って、文化
祭、バラ展など先生と生徒のコミュニケーションが元
に戻りスムーズに進むことを願う。

・来年度からは文化祭をさらに充実したかたちに
する計画にしているなど、新校開設に向けて学科
横断的教育活動も充実させる。

・これからも、利他と利己のバランスのとれた生徒
の育成を目標とした教育活動を進める。

・保護者向けのプリントなどが生徒から渡らず、学
校からの進路情報が乏しいと感じられていること
が原因ではないかと考えている。来年度からは１
学期中間考査成績郵送と一緒に進路からのプリ
ントを配付する。進路課だよりの制作を検討す
る。

・日頃より命の大切さを伝えるとともに、交通安全
指導の徹底を継続する。

・1年時には原則全員入部としていることも原因の
１つと考えられるが、運動部では好成績が残せて
いないことも活動意欲を低下させているのかもし
れない。各部で把握した退部理由が集約できる
ように退部・転部時にアンケートを実施すること等
を検討し、対策する。また、部活動を継続する意
義についても体得できるような指導ができればよ
いと考えられる。教員のライフワークバランスに配
慮した部活動の活性化を検討したい。


